
NO 実践主体 実践事例名称 実践事例概要

1 人間環境学部 小島ゼミナール（コジLABO）

「いいやま学びの里サマーカレッジ」～輪を紡
ぎ、未来へつなげる～
持続可能な地域社会への15年の軌跡と継承、
そして2020年の新たな挑戦

地域の文化や人物、魅力を他地域や次世代へと広めていく「オーラルヒストリ―」「イノベーターズファイル」等の活動や、住民自らが地域について考察する「地域づくりフォーラム」の開催によって、
持続可能な地域社会の発展に寄与している。
詳しくは下記添付資料参照。
http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/1216/0577/7654/01.pdf

2 図書館事務部

１．家で使える図書館サービス
２．文献複写（雑誌・紀要等）郵送サービス
３．オンライン・レファレンスサービス
４．図書の郵送貸出
５．基礎ガイダンス・オンラインコンテンツ
６．図書館による文献情報検索講習「法令・判
例・文献の利用方法を覚えるために」
７．企業・業界情報調べ方オンライン・セミナー
８．つながる「読書会」

「緊急事態宣言」発出により図書館が4月9日より閉館し、一時期は館内サービスができないだけでなく蔵書の貸出も行えない状態となった。非来館型のサービス＝オンラインによるデータベースの
利用や電子ブック、電子ジャーナルの利用は継続していたが、新入生へのガイダンスも行えず、2年生以上にもサービス内容の周知が不足している状況であった。来館を伴わないサービスがあるこ
とを周知することはもちろん、十分に利用してもらうために考えた施策が図書館ホームページの特設記事「家で使える図書館サービス」である（5/15掲載）。この記事にはデータベースや電子ブック
など図書館のオンラインサービスの利用法をコンテンツとしてまとめている。さらに新入生、2年生以上に分けることで学年ごとのニーズに対応させた。また自宅から利用する際のVPN 接続方法など
も図書館のオリジナル解説ページを作るなど、ワンストップでの案内を目指した。
5月以降、閉館が当初の想定以上長引いたため、新たなサービスも追加した。雑誌・紀要等の⽂献単位での複写送付サービス、オンラインでのレファレンスサービス（5/14 開始）、郵送による図書
貸出（5/26 開始）である。これらは開館後の今でも、求めに応じて継続しており、実績を上げている。
その後6/12 より制限付きではあるが開館を再開した。しかし来館者は決して多くはない。来る全面再開を目指し図書館の機能をフルに使ってもらえるよう、オンラインでの利用者ガイダンスに注力
することとした。
そのひとつ、「基礎ガイダンス・オンラインコンテンツ」では、利用者にガイダンス動画自体に興味を持たせ、図書館利用の期待感を高めてもらうよう、今までにない仕掛けを動画の中に含めた。「予
告篇」を作成しTwitter にアップするなどの手法も用いた結果、大きな反響を得て、多くの教員や「マイナビ学生の窓口（公式）」、他大学の学生にもリツイートされるなど効果を上げている。「分かりや
すくためになり、全体の理解に繋がった。」、「初めて観る人でも理解が深まるだろうと感じた。」等の感想も届いている。
秋学期開始期には、具体的事例に沿った情報・文献の検索やデータベース利用の講習として「図書館による文献情報検索講習～法令・判例・文献の利用方法を覚えるために～」を開催（9/16～
9/25）し、通教生を含む100名を超える予想以上の参加者を得た。第2弾として「図書館による文献情報検索講習～Scopus・SciVal各種インパクト指標を中心に～」を翌週に開催（10/13・10/14）。出
版社と共同開催した「Authors’ Workshop＝アクセプトされるための論文作成のコツ＝」（10/6）では小金井図書館長に論文執筆体験談を披露いただき参加した大学院生に強烈なインパクトを与え
ていただいた。また就活生を対象に絞ったデータベース講習会「企業・業界情報調べ方セミナー」（10/2～10/8）と卒業研究や卒業論文の作成に焦点を当てた「HOSEI Search + RefWorks講習会」
（10/12）は総計170名以上の参加者を得て、いずれも好評を博した。
このほか、図書館の通常サービスを補完するだけでなく、大学に来られずコミュニティに参加できないでいる学生に対し、図書館らしい支援ができないかを検討、企画した。その結果が以下の取り組
みである。
オンライン上でのミーティング「つながる読書会」（5/13 より継続実施中）では、図書館らしい知的サービスを提供するとともに、学生同士のつながりと居場所を作ることを目的とした。参加した学生全
員が満足したと答えており「人とつながっている実感を持つことができた」との感想も受けている。「つながる読書会」はほぼ毎月1 回のペースでテーマを変えて実施しており、11月にはライブラリーサ
ポーターとの共同企画「2020年に一番面白かった本でつながる読書会」、12月には「読『新聞』会―新聞の読み方革命―」を予定している。
また図書館主催で学生の主体的参加となる企画として、ライブラリーサポーターが作成した「市ヶ谷図書館だより」の図書館HP 掲載（4/22）、Twitter での「140 文字の本紹介」「ユニークな図書館の
紹介」、「オンライン選書ツアー」（7 月）、「オンライン・ビブリオバトル」（8/3･9/23）、「“食べる”読書会」(10/21)、図書館総合展「ビブリオバトル”勝手に”大学決戦」（11/6）、「大学ビブリオバトル・オ
ンライン大会2020」（12/19）への参加、「芋づる式読書マップ」作成など、絶え間なく実施している。

3 VSP（ボランティア支援プロジェクト） オンライン居場所

「コロナ禍で開催するのが難しい」という子ども食堂の実態知り、話したことをきっかけに、NPO法人バイタルプロジェクトさんの協力のもと、子ども居場所ステーションに参加しているご家庭を対象に
“オンライン居場所”を開催した。オンラインであっても子どもたちに居場所を提供すること、楽しみながらインターネットに触れてもらうこと、学校に行けていない分、何か学びとなるような機会を提供
することを目的とした。４月中旬から準備を始め、居場所ステーションに参加しているご家庭を対象にアンケートを取ったり、バイタルプロジェクトさんのスタッフと話し合いを重ねたりし、楽しみながら
居場所作りを進めることができた。“オンライン居場所”当日は各回で内容や方法は違ったが、zoomの機能説明も含めたアイスブレイク、相互理解や目標設定の場となる個別面談、コミュニケーショ
ンをとるためのゲームを実施するなどし、楽しくコミュニケーションを取る場を提供することができた。また、最初に各々が何か目標を立て、この期間で目標達成のために練習や学習を進め、最後に
成果発表を実施する長期的な取り組みも行った。参加者が少なかったこともあり、今回は「オンラインでどのようにすれば参加者に楽しんでもらえるか」という実験的な面が強い活動となった。今回の
取り組みの成果は、子ども達とコミュニケーションを取ることができ、参加した子どもから楽しかったとの感想をもらえたことである。また、今後の居場所作りの参考となる気づきが多くある取り組みと
なったことだ。“オンライン居場所”への参加は、端末の有無の問題もあるが親御さんへの負担になる可能性もあることを考える必要があると感じた。今回の“オンライン居場所”では参加者が少な
かったとはいえ、第３回目に共同通信社からの取材を受けたことから、社会的にも注目度があり、需要があるのではないかと感じた。オフラインでの居場所に参加している子どもたちはオフラインで
の人との繋がりや外での活動を求めていると考えられた。また、オフラインでの活動を望む人たちがいる一方でオンラインでの繋がりを求めている人たちもいるのではないかと感じられた。今回の取
り組みをきっかけに“オンライン居場所”に限らず、現在の子ども食堂や居場所事業の実態について学び、考察し、私たち学生にできることは何かを考えていきたい。

5 経営学部 講義リレーでつなぐ「実践知」フォーラム

【事例の概要】
・経営学部創設60周年を記念し、2019年6月から11月にかけて「講義リレーでつなぐ『実践知』フォーラム」と題する公開セミナー・シリーズを、11回にわたって開催した。
・法政大学憲章「自由を生き抜く実践知」を理解し、実社会でこの理念を牽引する人材を育むため、経営学部教員有志により多様かつ自由な学びが企画された。テーマには、女性キャリア支援、職
場での対話的コミュニケーション、企業の社会的責任など、ビジネス分野における新たな課題が積極的に取り上げられた。講義形式も、ゲスト招聘型、ワークショップ型、学生・社会人の対話形式な
ど様々であり、各教員がテーマにふさわしい「学びの場」を模索した。
・各講義リレーのうち、最も憲章を体現している講義を総長が選出し、「実践知・総長大賞」として表彰した。

【学生を中心とした運営体制の構築】
・インターネット上でのPR活動は、経営学部広報委員会（学生有志）が担当した。学部HPおよび公式Facebook上での事前告知に加え、実施報告記事を随時執筆・公開した。
　　　https://www.hosei.ac.jp/keiei/NEWS/topics/20190603_01/
　　　https://www.facebook.com/HoseiKeiei/
・講義リレー全体の運営統括、および報告書作成は、二階堂行宣准教授のゼミナール所属学生が担い、全講義に出席した上で、学生の視点から講義内容と憲章との関係を明確化した。また、「実
践知・総長大賞」の選出に際する総長への事前ブリーフィングも、同ゼミ学生が担当した。

【事例の総括】
・「経営学部創設60周年記念パーティー」（2019年12月6日）の場において、経営学部広報委員会編集長・山田理七子（当時3年生）が、講義リレー全体の総括的報告を行った。
・「実践知・総長大賞」は、長岡健教授による対話型講義「ワークシフトの“実践知”は可能か：働き方の“未来の常識”を生きる先駆者との対話」（10月17日実施）が選出された。
・この講義は、法政大学ダイバーシティ宣言を基に企画され、女性支援に取り組むNPO代表と、未来型のキャリアを歩む卒業生3名をゲストに招聘し、学生と社会人の対話を通じて「女性のキャリア
と未来の働き方」のビジョンを探った。また、憲章を体現する学びの場を空間的にも追求すべく、学外ワークショップスペースを会場に選び、一般聴衆の積極的参加や、産学間連携も図った。

6 法政大学中学高等学校 子育て茶話会

法政大学中学高等学校では，月１回程度，保護者，教員，養護教諭，スクールカウンセラーが自発的に集まり，自由な雰囲気で語らう場として定着してきた。2020年度は新型コロナウイルス対策の
関係でZoomを使用したオンラインでの実施となった。
ＰＴＡ向けにはフェアキャストで保護者全体に広く呼びかけている。テーマは，親子関係，ネットとのつき合い方など。会では，保健室養護教諭が司会を務め，副校長からの挨拶，趣旨説明，参加者
自己紹介，参加者から話し合いたいテーマを募集し設定したうえで懇談を進め，最後に総括を行うという内容で進行する。各回とも概ね１時間程度で終了する。
以下の意見交換は，過去実績からの抜粋である。毎年共通の話題は「親離れ子離れ」の傾向である。
１つ目は「自主自律と保護者の役割」。保護者から見た本校の校風は，自由でのびのび，悪く言えばだらしない(挨拶・マナー・社会的常識)。しかし上から押さえつけ型にはめる指導では子供は育た
ないので，距離をおいて子どもの人格を尊重し，家庭で役割を与え責任を持たせ，保護者や教員が見ていないところで判断し行動できる子に育てたいという方向で話し合った。
２つ目は「親子関係」。中学生の保護者と高校生の保護者のＱ＆Ａの形で展開され，例えば「学校の話を聞き出すには？」という質問には，「普段はさらりと聞き，子ども自身が言ってきた時は真剣に
聞き，対等に対応する。くだらない会話の中から悩んでいるのかなとわかる」などの回答があった。また，「思春期のこころ」は「男女，個々にいろいろな現れ方があり，いつでも聞くよというスタンス」，
「嘘もつかれるが遊びの部分も大事」と，親の接し方や親子関係を出し合った。「スマホ・LINEとのつきあい方」は，世界につながっていることの認識が不足している子ども達にどのように働きかける
か，「ルールを守らない場合のルールをつくる」「できたことを建設的な言葉で褒める」など知恵を共有した。
本取り組みは，生徒を取り巻く状況が変化する中，親子関係における保護者の役割や子との接し方などを共有するだけでなく，保護者同士のピアサポートの一面を持っている。会を通じて保護者の
みならず教職員もエンパワメントされる貴重な場となっている。コロナ禍の今，改めて価値観が見直され，学校関係者からも好評を得ており，小規模校の温かい雰囲気も相まって，本校の学校づくり
に根付いている。

7
「多文化教育」科目の有志32名（学生の自主活
動）

コロナ禍で孤立する留学生のオンライン学習支
援

背景と概要：本実践は、コロナ禍の2020年の春学期に「多文化教育」科目を履修していた学生たちの中の有志３２名が行った留学生支援のボランティア活動である（単位外の活動）。新型コロナウイ
ルス感染拡大により、本学で学ぶ交換留学生、短期の私費留学生の多くは、外出自粛の中で通学ができず孤独と不安を抱えながら、慣れないオンライン授業に参加し懸命に日本語を学ぼうと努力
していた。また彼らの多くが、日本語でのニュースや情報を理解することに苦労し、情報弱者として心理的にも物理的にも孤立していた。
私たちは多文化教育の授業の中で、そうした留学生の状況を知り、有志の学生３２名が自主的に毎週一対一のオンライン（Zoom）による交流や日本語学習支援活動を行った。支援した留学生は、
１７か国から来た３２名である（交換留学生、英語学位生、短期私費留学生など）。参加のほぼ全員（留学生・私たちどちらも）がZoom初心者で、また一度も会って話したことがなく、さらに留学生の
日本語レベルもわからなかったため、お互いに不安や心配を抱えながらのスタートであった。しかし、支援には様々な成果があった。

成果：全くの初対面だったため、最初は適度な「心のソーシャルディスタンス」をとりながらの活動のスタートだった。しかし、回数を重ねる中で信頼関係が生まれ、留学生には大学・日本とつながって
いる実感・安心感をもってもらうことができた。また、支援には「やさしい日本語」の使用を意識し、「はっきり・最後まで・短く・分けて・整理して・大胆に」というポイントを心掛け、彼らの留学目的である
日本語力の向上を目指し支援したことで、日本語による学習支援の質が高まり、相互理解が深まった。

また、翻訳機に頼らず、自分の言葉で伝えること、伝えようとする気持ちの意義や大切さ、母語として使っている日本語の再発見、コロナ禍の各国のリアルな様子や対応・文化の相違など、私たちに
とっても多くの気付きや情報を得ることができた。さらに本活動により、テクノロジーを使った多文化交流・学習支援の可能性を体得し、様々な理由で来日できない海外の学生達との交流や学習支援
に今後も生かしていきたいと考えている。

このコロナ禍において、私たちが行った留学生交流・学習支援ボランティア活動の根底にあったものは、国連で採択されたSDGsの「人や国の不平等をなくそう、パートナーシップで目標を達成しよ
う、質の高い教育をみんなに」という目標である。本学の「実践知」は、理想の社会の実現にむけて、学生ひとり一人が「今、ここで何ができるのか」を考え、主体的に行動することである。私たちがこ
の非常事態に行った行動は、ほんの小さな種まきである。しかし、今回まいた種が力強い「実践知」という大きな実となるように今後もつなげていきたいと考える。

8 体育会本部 繋がれ！法政大学体育会
SNSおよびWEBサイト（法政スポーツインフォメーション）を通じて、自粛期間中の法政大学体育会各部の自宅や寮での取り組みを紹介した。
URL：https://hosei-sports.jp/

9
デザイン工学部建築学科＋デザイン工学研究
科建築学専攻

バーティカルレビュー

本実践は，「バーティカルレビュー」と名付けた学年を横断するオンラインによるコンペ（コンテスト）形式のフェスティバルである。建築学科／建築学専攻では，学部１年から大学院まで，設計を通し
て建築のあり方を学ぶ実習授業「デザインスタジオ1〜11」（1〜11は各学年の学期に対応。例：学部１年生は1〜2）が用意されている。建築学科／建築学専攻では，授業の成果物をアーカイブする
サーバーの機能を拡張し，学生が2020年度春学期に行われたデザインスタジオの作品を投稿できるようにした。バーティカルレビューは54作品の応募があり，それらは，ただちに，学生と教員が閲
覧できるWEB上に公開された。学生と教員は作品に「ピン（いいね）」を付したり，コメントをしたりした。教員は個人の判断で個人賞を選出もした。2020年度春学期は校舎内で他学年の作品にリアル
触れることができなかったが，このフェスティバルを通して，新型コロナの感染拡大による困難な状況の中で建築のデザインに取り組んだ各学年の学生の熱意と努力を互いに確認することができ
た。

10 法政大学校友会 法政オレンジコミュニティ（HOC）
下記添付資料参照
http://phronesis.hosei.ac.jp/application/files/3216/0644/9638/02.pdf

2020年度「自由を生き抜く実践知大賞」ノミネート一覧　実践事例概要

情報科学部では、この未曽有の難局に、教職員および学生が団結して立ち向かいました。特に、学部の方針として「リアルタイムでの双方向コミュニケーション」に一貫して強いこだわりを持ち、「オ
ンラインだからこそできる」数々の取り組みを実施してきました。
（１）正課授業・試験
春学期・秋学期ともに学部開講科目の8割以上をリアルタイムで実施し、春学期末には「リアルタイム期末試験」も多数行いました。ZoomやCisco Webexのチャット機能や投票機能を駆使し、教員は
受講者の反応や理解度を確認しながら、授業中に補足説明や質問対応を行うなどの工夫を施しています。システムの操作に慣れない兼任教員へも、学部執行部を中心としたサポートチームを立ち
上げ、日夜支援を行ってきました。その甲斐もあり、春学期末に学部独自で行った「授業改善アンケート」において、オンライン授業への学生の評価は、従来と比較しても引けを取らない結果となりま
した。

（２）オンライン窓口
ａ．学部窓口
Zoomによる「オンライン学部窓口」を春学期・秋学期の授業開始～履修登録期間中に実施しました。質問内容自体は、電話やWebフォーム（メール）と特段の違いはなく、授業の受講方法や履修に
関する質問が主でした。しかしながら、リアルタイムでのやりとりと画面共有機能などの活用により、従来の対応では実現できないきめ細かい案内が可能となりました。
ｂ．学生サポート施設
GBC（ガラス箱オフィスアワーセンター： 学生アシスタント・教職員協同による学習・学生生活サポート施設）やCIS RAT（学生有志による情報環境支援チーム）についても、同様にZoomによる学生サ
ポート業務を実施しています。GBCでは上級生による学習サポート・オフィスアワー・学生生活上の相談業務を、RATでは貸与PC等に関する質問対応をそれぞれ行っています。

（３）教員による学生全員との面談
普段と異なる環境下においては、気持ちが塞ぎ込んだり、不安が募ったりしている学生のケアが重要です。情報科学部では、4年生にはゼミでの会話を通し、1～3年生にはZoomによるオンライン個
人面談を行い、学生の健康状態や困っていることなどをヒアリングし、学生全員の状況把握を図りました。

（４）各種リアルタイムイベントの実施
ａ．学位授与式 （2020/3/24）
卒業式が中止となった2019年度卒業生・修了生およびその保証人に対し、学部・研究科として安全に配慮しつつ祝いの場を設けたいと考え、ゼミ単位での学位授与式とZoomによる保証人向け動
画配信を実施しました。卒業生・修了生、そして我が子が学位記を受け取る姿を画面越しに見守った保証人から喜びの声が多く聞かれました。
ｂ．オンラインガイダンス（2020/4/6，4/16）・質問会 （2020/4/20）
オンライン会議システムの操作に慣れ、また学生の疑問や不安を解消するためにZoomによるガイダンスおよび質問会を実施しました。学生から寄せられる数多くの様々な質問に対し、学部執行部
が根気強く全件に回答したことで、授業の開始を混乱なく迎えることができました。
c．保護者向け説明会 （第1回：2020/5/30、第2回：2020/9/19）
学部で取り組む各種の取り組みを保証人に紹介し、理解を求めるための「保護者向け説明会」をCisco Webex Eventsを利用して実施しました。当日は、保証人から寄せられる多数の質問にもQ&A
機能を使ってその場で回答しました。事後アンケートからは「真摯に対応していることが分かって安心した」等の好意的なご意見を多数いただいた他、「授業形態の希望」や「通学を再開させるにあた
り不安に思うこと」などの質問項目から保護者の要望が分かり、今後の学部運営方針を検討するうえで大いに役立ちました。
d．オープンキャンパス （2020/8/22）
バーチャルSNSサービス「Cluster」を使い、バーチャル会場の中で没入感が味わえる新感覚の学部説明会・研究室紹介を実施しました。参加者は説明会中に登壇者へ質問やリアクションを送り、コ
ミュニケーションをとりながらイベントを展開しました。

従来の対面型授業やイベントでは、「質問・発言できる参加者」は限定的になりがちです。Zoom・Cisco Webexに代表されるWeb会議ツールには、チャット・投票・Q&Aのような参加者とのコミュニケー
ションを図るための機能が搭載されています。情報科学部では、これらのツールの利点にいち早く着目し、「リアルタイムによる双方向コミュニケーション」を様々な取り組みに取り入れてきました。こ
れにより、従来対面で実施していた頃と変わらない、時には対面をしのぐ大きな効果や満足の声が得られたことを実感しています。
なお、これらの取り組みは、対面実施ができないことへの単なる「代替措置」ではありません。
この情勢が収束した後（いわゆるアフターコロナ）も、遠距離通学や心身の不調により「通学へ困難を感じる学生」への対応が一定程度必要になると思われます。情報科学部生や保証人を対象とし
て実施したアンケートによると、大多数が、アフターコロナにおいてもオンラインと対面を効果的に組み合わせて各種サービスを受けることを希望していることが分かりました。要望を踏まえ、情報科
学部では「通学できる／できないに関わらず、等しくサービスが受けられる」ことを新たなスタンダードとして再構築していくことも視野に入れながら、取り組みを更に改善していくつもりです。

オンラインの利点を活かした「リアルタイム双方
向コミュニケーション」を重視した各種取り組み
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